
                地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

  

 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル 園児の農作業体験           ＪＡ名 福岡市東部 （福岡県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

園児が野菜の成長を五感で体験し、野菜作りの面白さや収穫の喜び、安全で新鮮

な野菜の美味しさ、食べることの大切さを学んでもらうことを目的に、ＪＡとし

て幼稚園農作業体験のお手伝いをしました。 

 

２ 概要 管内幼稚園の年長組を対象に、1年間、農作業体験の支援をしました。 

（1） プランターや幼稚園所有の畑で野菜を育てる。 

（2） 野菜は、春と秋に種まき及び苗の定植を行い、毎日のかん水、追肥、収穫

作業は、先生の指導で園児にしてもらう。 

（3） 作業のポイントなど資料および種子・苗、プランター、肥料など全ての資

材を提供する。 

（4） 土づくりや適期作業（間引き、誘引、防鳥・虫ネット張など）は、ＪＡが

行う。 

 

３ 成果 

（効果） 

（1） 野菜の成長を観察し、不思議を学ぶ。（花から実になる、白菜の結球など） 

（2） 土や種子に触れ、臭いを感じる。 

（3） 収穫物を園や家庭で食べることで、会話が広がる。 

（4） 嫌いな野菜を食べられるようになる。 

（5） 先生たちの野菜作り体験になる。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後のスケジュール 

（1） 夏休み期間中にプランターの土づくり、秋冬野菜栽培準備を行います。 

（2） 秋冬野菜は、ブロッコリー、カブ、白菜の 3品目に決定しました。 

（3） 9月中旬に播種・定植を行うとともに防虫ネットを設置します。 

（4） 12月中旬までに収穫を終える予定です。 

 

   


